
2021年 11月 21日（47週目) 主日礼拝                 「優越性を味わおう」（コロサイ 2:6-12）  

コロサイ人への手紙は、パウロが牢屋の中にいた時に書いた手紙である。教会が建てられた後、パウロが去った後に、偽預言者たちが宗教に陥れるようにさせた。宗教は人間

に恐れを与えて滅ぼそうとするものである。コロサイの都市は、宗教と哲学の大元の場所であった。コロサイの地域の人々は、宗教も哲学も不安にさせて虚無感を持たせるもので

ある。ニーチェという哲学者も精神病で亡くなった。サタンは、宗教、哲学を用いて人間を滅ぼしていこうとする。宗教や哲学から解放されるようにするべきである。キリストは宗教、

哲学に勝る、優越性を持った方である。 

1.キリストの優越性 2.身分と考えの優越性 3.伝道の優越性 

▲キリストの優越性を信じるべきである。 

〇コロ 2：8(だましごとの哲学)－哲学は幼稚なものである。 

1)コロ 1:13-17 

 (1)宗教、哲学は暗闇の圧制である。 

(2)キリストは暗闇の圧制から私達を救い出して下さった。 

―キリストは、悪魔の奴隷、罪、死の支配から解放した。 

(3)天にあるもの地にあるもの、全てが御子によって作られ、 

キリストの為に全て作られた(コロ 1：16)。 

(4)被造物を拝むのが宗教人である。 

―全てに縛られて束縛の中で生きて、喜びがない。 

(5)救うことが出来るのは、ただキリストだけである。 

2)コロサイ 2:3(キリストのうちに、知恵と知識との宝がすべて 

隠されているのです。) 

(1)キリストの中に知恵、知識の宝が全て隠されている。 

3)コロ 2:9-10 

(1)キリストの中に全ての支配と権威がある。 

(2)キリストが私達の内に入られた。 

(3)私達は、キリストによって全ての支配と権威を受けた。 

4)コロ 3:11(キリストがすべてであり、すべてのうちにおられ 

るのです。)  

(1)キリストが全てである。 

―キリストを信じたことは全てを得たことである。 

(2)キリストを信じた時に、最高の知識人になった。 

(3)人間が優れていたとしても神様に比べたら何でもない。 

(4)キリストの優越性を分かると宗教におぼれる必要はない。 

▲私の身分は優越性を受けた身分である。キリストが 

十字架につけられ、問題を解決された。 

〇私達は全てのことを得ている。自分の身分がすごい身分

であることを分かると考えが変えられていく。 

1)コロ 3:1(もしあなたがたが、キリストとともによみがえ 

らされたのなら、上にあるものを求めなさい。そこには 

キリストが、神の右に座を占めておられます。)  

(1)私はキリストと共に死んで、キリストと共に復活した 

(2)受け入れた時に、私の身分は天国の御座に座った。 

―私の身分は高められた。 

(3)キリストを信じた人は洗礼を受けて確信を得る。 

(4)神様の子どもになって、神様と同じ立場になれば、 

ふさわしい考え方をするようになる。 

2)コロ 3:2 

・地上のものを思わずに、天にあるものを思うように。 

・朝目覚めたら、キリストが私と共にいる事を考える。 

3)コロサイ 3:5(地上のからだの諸部分、すなわち、不品行、 

汚れ、情欲、悪い欲、そしてむさぼりを殺してしまいな 

さい。このむさぼりが、そのまま偶像礼拝なのです。) 

・信仰によりむさぼり、妬みを持つことがなくなる。 

・信じられる時に、全てのものが取り戻される。 

4)コロサイ 3:12-14(神に選ばれた者、聖なる、愛されてい 

る者として、あなたがたは深い同情心、慈愛、謙遜、柔 

和、寛容を身に着けなさい。互いに忍び合い、だれかが 

ほかの人に不満を抱くことがあっても、互いに赦し合い 

なさい。)  

・私は全てを得たと信じる時に答えが現れる。。 

・同情心などの心を持つことが出来るようになる。 

・キリストが一つになることを分かる程変えられる。 

・聖徒同士の間でも、寛容な心を持つように。 

・神様の考え方をするようになる。 

▲私が何のために生きるのかわかる。伝道よりも優

れたことはない。 

・天の下にある人間が、全て福音を聞くようになる。 

・地球の目的は、福音を宣べ伝えるためにある。 

・伝道よりも大切なことはない。 

・福音で全てを終わったのでキリストだけで十分。 

・キリストと一つになったことを分かるように。 

1)コロ 1:23 

・福音は天の下の全ての人に宣べ伝えられる。 

・私達は仕事の為ではなく伝道のために生きる。 

2)コロ 1:28-29 

・あらゆる人を教えている。 

―１人 1人がキリストの優越性を分かるように。 

・一人一人がキリストの成人としてたてる為。 

・私も高められ、私を通して福音が伝わるように。 

・一人一人を個人化、弟子化するように。 

・聖徒を弟子化するまで養育をするように。 

・福音に結論を出す強い信仰の人物にする。 

3)コロ 4:2-6 

・パウロと一緒に命をかけた弟子をたてた。 

・エパフラがコロサイに教会を建てた。 

・ピレモンの家でコロサイ教会の牧師として、 

オネシモがたてられるようになった。 

・弟子が、一年後にはスペインまでいき宣教した 

・私達は世を治める人たちである。 

・私達はキリストの奥義を伝えなければいけない。 

・伝道の関心が大切なことである。 

・伝道ために全てのことがある。 

 

▲結論 

創 12:2-3、イザヤ 60:1 

 

 

 



現場地教会（2021 年 11 月 21日～2021 年 11月 28 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】          「優越性を味わおう」（コロサイ 2:6-12）  

  

【讃美】                  １０２ キリストには変えられません 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

お知らせ 

 

 

〇12 月 5 日 福音宣教教会宣教大会 

・洗礼を希望される方は、鶴見聖五牧師までお申し込み下さい。 

〇クリスマス会 12 月 25日 14：00 

〇教会大掃除 11 月 21 日 3 部礼拝後 

〇11 月 23 日 植野執事、森執事結婚式、 

       貴島まり姉妹結婚式(麻布福音教会) 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

  


